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Ⅱ．解説

【国宝（美術工芸品）の指定】

＜彫刻の部＞

（重要文化財を国宝に ２件）

① 銅造釈迦如来倚像 一軀
どうぞうしやかによらいいぞう

【所有者】宗教法人深大寺（東京都調布市深大寺元町５－１５－１）

【大きさ】像高６０．６㎝

明るい表情を浮かべた少年を思わせる面貌や，体に密着し

て肉付けの起伏をあらわにみせながら流麗な衣文が表される
え も ん

着衣など，いわゆる白鳳仏の特色をよく示し，飛鳥時代後期
はくほうぶつ

の名品として知られる作例である。製作は７世紀後半ないし

末と推定される。

近年，飛鳥後期の美術に関し，外来影響の受容のありさま

や材質技法の特色など研究が進展したことを踏まえ，この時

代の代表作の一つとして国宝に指定する。（飛鳥時代）

② 木造維摩居士坐像 一軀
もくぞうゆいまこじざぞう

【所有者】宗教法人法華寺（奈良県奈良市法華寺町８８２）

【大きさ】像高９０．８㎝

古くより肖像彫刻の名品としてよく知られる像で

ある。口を開き発語する瞬間を捉えた写実的な面貌

表現は天平彫刻的であるが，側面観での力強い構え

には平安前期につながる特色がうかがえる。

藤原鎌足が創始したとされ興福寺で最も重要な

法会であった維摩会が８世紀後半に一時期，興福寺
ほ う え ゆ い ま え

から法華寺に移されて行われており，この時に造立

されたとみられる。

乾漆像として重要文化財に指定されていたが，Ｘ
かんしつぞう

線ＣＴ撮影などにより木彫像としての技法や保存状
もくちようぞう

態が確かめられた。（奈良時代）
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（重要文化財を統合して国宝に １件）

木造大日如来坐像 一軀
もくぞうだいにちによらいざぞう

木造不動降三世明王坐像 二軀
もくぞうふどうごうざんぜみようおうざぞう

【所有者】宗教法人天野山金剛寺（大阪府河内長野市天野町９９６）

【大きさ】像高 大日３１３．５㎝／不動２０１．７㎝／降三世２３０．１㎝

真言僧阿観が八条院の帰依を得て建立した河内金剛寺金堂の本尊像で，３メー
しんごんそうあかん はちじよういん

トルを越える巨大な大日如来像を中尊とする三尊像である。中尊は金剛寺の草創

期である１１８０年前後の作で，大きさ，できばえともにこの時代の大日如来像

を代表する作例と言え，光背・台座に弘法大師空海に由来する図像的な特色を示

す点でも注目される。不動・降三世明王は最近の保存修理で銘文が確認され，仏

師快慶の弟子，行快が天福２年（１２３４）に造ったことが判明した。三尊とし
てんぷく

ての構成は智証大師円珍が中国よりもたらしたとされる尊勝曼荼羅に依拠してお
ちしようだいしえんちん そんしようまんだら

り，この図像になる唯一の遺品としても貴重である。

保存修理に伴い，この度，初めて本格的な調査が実施された結果，この三尊像

がおよそ半世紀をかけて造られ，以後おおむねその状態をとどめて今日まで伝え

られてきたことが明らかになった。これを受けて国宝に指定する。

（平安時代・鎌倉時代）

①
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＜書跡・典籍の部＞

（重要文化財を国宝に １件）

① 法華経（久能寺経） 四巻
ほけきよう くのうじきよう

【所有者】個人

【大きさ】随喜功徳品第十八（縦２６．７㎝ 全長１９６．４㎝）

本経は鳥羽上 皇（１１０３～１１５６）らが結縁して書写した法華経で，久能
と ば じようこう

寺経と通称され，平家納経と並び平安時代後期を代表する装飾経として貴重なも

のである。結縁者には女性が多い。料紙には美麗な染紙を用い，金銀箔・砂子な
す な ご

どを散らした上に蝶，鳥，蓮華などを彩絵している。

装飾経の中でも出色の出来栄えであり，また現存する久能寺経の中で作成当初

の表紙・見返など原装を伝える唯一のものである。

（平安時代）
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（重要文化財に有形文化財を追加して国宝に １件）

① 宋 版 一 切 経 六千百二帖
そうはんいつさいきよう

【所有者】宗教法人醍醐寺（京都府京都市伏見区醍醐伽藍町１）

【大きさ】縦２９．６㎝ 横１１．７㎝

本一切経は，南宋初期に印刷刊行さ

れたもので，当時の姿を留めるととも

にほぼ完存する一切経の代表的な遺品

として貴重である。中には北宋の能書

家である蘇軾（１０３６～１１０１）
そしよく

が書写した経典をそのままに印刻した

ものも含まれている。

経箱には慶元四年（１１９８）銘が
けいげん

確認され，経 巻・経箱ともに南宋時代
きようかん

の製作になることが判明した。

（南宋時代）

＜古文書の部＞

（重要文化財を統合し，有形文化財を追加して国宝に １件）

① 平 城 宮 跡 出 土 木 簡 三千百八十四点
へいじようきゆうせきしゆつどもつかん

【所有者】独立行政法人国立文化財機構（東京都台東区上野公園１３―９）

奈良文化財研究所保管

本件は，平城宮跡から出土した木簡のまとまりである。

木簡には文書木簡，荷札・付札木簡などがある。
に ふ だ つきふだ

律令国家が編纂した史書の総称である六国史などの記録
りつこくし

に伝えられていない奈良時代の社会や経済などの実態を具

体的に知りうる貴重な史料である。木簡には同時代史料，

日常的な史料が多く，歴史解明にとって重要な文字史料で

ある。

（奈良時代）
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＜考古資料の部＞

（重要文化財を国宝に １件）

① 奈良県東大寺山古墳出土品 一括
ならけんとうだいじやまこふんしゆつどひん

【所有者】独立行政法人国立文化財機構（東京都台東区上野公園１３－９）

東京国立博物館保管

本件は，奈良県天理市の前方後円墳から出土した一括である。特筆すべきは

「中 平」年銘のある金錯銘花形飾環頭大刀で，古墳時代における金石文の最古か
ちゆうへい きんさくめいはながたかざりかんとうたち きんせきぶん

つ代表的遺品として知られる。また，他に例のない花形飾環頭大刀，家形飾環頭大刀
はながたかざりかんとうたち いえがたかざりかんとうたち

をはじめ，鍬形石や車輪石，銅鏃など多種多量の副葬品があり，古墳時代前期後
くわがたいし しやりんせき どうぞく

半を代表する資料群としても貴重です。

近年これらの再調査および保存修理が行われるとともに，発掘調査から約半世

紀を経て総括報告書が刊行され，本件を主題とした展覧会も開催されるなど再評

価が進んでおり，このたび国宝に指定する。

（古墳時代）
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【重要文化財（美術工芸品）の指定】

＜絵画の部＞

（有形文化財を重要文化財に ７件）

① 紙本墨画鳥獣人物戯画甲巻断簡 一幅
しほんぼくがちようじゆうじんぶつぎがこうかんだんかん

【所有者】独立行政法人国立文化財機構（東京都台東区上野公園１３－９）

東京国立博物館保管

【大きさ】縦３０．７㎝ 横８３．２㎝

本件は，京都・高山寺に伝来する国宝「鳥獣人物戯画」四巻のうち，甲巻の第十

六紙の前に繋がる部分である。国宝絵巻には認められる「高山寺」の朱印が捺され

た形跡がなく，比較的早い時期に分断されたものと考えられるが，先般の国宝四巻

の解体修理に伴う詳

細な調査により，も

ともとは一連のもの

であったことが明確

になったため，重要

文化財に指定する。

（平安時代）

② 紙本金地著色松図 一隻
しほんきんじちやくしよくまつず

六曲屏風

【所有者】独立行政法人国立文化財機構（東京都台東区上野公園１３－９）

東京国立博物館保管

【大きさ】縦１５３．２㎝ 横３４６．８㎝

本件は，中世にさかのぼるやまと絵屏風の代表的作例である。一部の室町時代

絵巻の中に類似した様式を見出すことができるが，本図はそのような作風を示す

屏風作品としてきわめて貴

重である。空も土も全て金

箔を押す総金地屏風の現存

最古の遺例として注目され

る。（室町時代）
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③ 絹 本 著 色 一 休 宗 純 像 一幅
けんぽんちやくしよくいつきゆうそうじゆんぞう

【所有者】独立行政法人国立文化財機構（東京都台東区上野公園１３－９）

奈良国立博物館保管

【大きさ】縦１１３．８㎝ 横５６．８㎝

本件は，室町時代に活躍した臨済僧，一休宗純の肖
りんざいそう

像画である。一休画像は比較的多数現存するが，本図

はその中で，最も早い時期の自賛を伴う作品で，壮年

の姿を表わす画像である。他の祖師の画像ではほとん

ど例を見ない半跏姿に，長大な朱太刀を添える独特な
は ん か し ゆ だ ち

形式を示す。（室町時代）

④ 絹本著色兜率天曼荼羅図 一幅
けんぽんちやくしよくとそつてんまんだらず

【所有者】宗教法人誓願寺（岐阜県岐阜市伊奈波通１－４３）

【大きさ】縦４５．０㎝ 横２７．０㎝

本 件 は ， 弥 勒 菩 薩 の 浄 土 の 様 子 を 描 く

兜率天曼荼羅図の遺例で，細部まで堅実な描写を示し，
と そ つ て ん ま ん だ ら ず

１４世紀の制作とみられる。作例の少ない同画題の中

で，正面向きの構図を示す遺例としては比較的古い一

本で，小品ながら保存状態がきわめて良好である。

（鎌倉時代）



- 12 -

⑤ 絹 本 著 色 日 親 像
伝狩野正信筆

一幅
けんぽんちやくしよくにつしんぞう

かのうまさのぶ

【所有者】宗教法人本法寺

（京都府京都市上京区小川通寺ノ内上る本法寺

前町６１７）

【大きさ】縦９４．１㎝ 横４１．６㎝

本件は，本法寺を創建した日親上人の肖像画である。狩野
ほんぽうじ

正信はさまざまな文献から，数多くの肖像画を描いたことが

知られているが，確かな遺例は存在しない。本図は同寺に伝

わる桃山時代の文献『等伯画説』に正信筆と記されるもので，
とうはくがせつ

画風からその可能性がもっとも高い作品である。

（室町時代）

⑥ 絹 本 著 色 三 十 三 観 音 図
明 兆筆

三十一幅
けんぽんちやくしよくさんじゆうさんかんのんず

みんちよう

【所有者】宗教法人東福寺（京都府京都市東山区本町１５－７７８）

【大きさ】各 縦１１８．５㎝ 横５４．５㎝

本件は，『観音経』に基づく連幅で，各幅上部円相内には観音の姿を大きく描き，
かんのんきよう

下部には観音が様々な姿に変化して衆 生の前に現れるさま，もしくは観音が種々
へ ん げ しゆじよう

の苦難から衆生を救済するさまを描く。応永１９年（１４１２），明兆（１３５１

～１４３１）によって描かれた基準的作例である。

（室町時代）
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⑦ 絹本著色涅槃変相図 一幅
けんぽんちやくしよくねはんへんそうず

【所有者】宗教法人叡福寺（大阪府南河内郡太子町太子

２１４６）

【大きさ】縦１１０．２㎝ 横５９．４㎝

本件は，釈迦の涅槃の情景を中心に，その前後の場面

を周囲に描き込む涅槃変相図である。描写から南宋時代

の制作と見られ，図様には中国天台宗の影響が指摘でき

る。もと京都・泉涌寺に伝来したもので，泉涌寺の僧侶
せんにゆうじ

らが中国からもたらした可能性も指摘される。鎌倉時代

に日本にもたらされた宋画の涅槃図の遺例として文化史

上きわめて貴重である。

（南宋時代）

＜彫刻の部＞

（有形文化財を重要文化財に ４件）

① 木造千手観音坐像 一軀
もくぞうせんじゆかんのんざぞう

【所有者】お薬師様文化財保存会（宮城県大崎市田尻小松字寺浦）

【大きさ】像高９８．８㎝

『日本往生極楽記』に名がみえる小松寺の本尊として伝来し，明治初年になり
にほんおうじようごくらくき こ ま つ じ

隣接する薬師堂に移された千手観音像で，近年学界にその存在が知られた。

中尊寺金色堂に安置される奥 州藤原氏三代に
おうしゆう

関わる諸像，とりわけ二代基衡のために造られ
もとひら

た一群と類似する作風がうかがえるところから，

１２世紀後半に平泉の寺院の造仏に携わった仏

師の手になるとみられる。二重まぶたの目や，

背面で吉祥天や女神のように髪をたわませて結

い上げる髪型が珍しく，注目される。

院政期における東北地方の仏像製作の様子を知

る上で重要な遺品である。

（平安時代）
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② 木造不動明王立像 一軀
もくぞうふどうみようおうりゆうぞう

【所有者】宗教法人恵明寺（東京都葛飾区亀有３－３２－２５）

【大きさ】像高５１．３㎝

優美な曲線でまとめた体の輪郭や，浅く整えられた衣のひ

だ，小づくりな目鼻立ちに院政期の特色をよくみせる作例で

ある。小像ながらできばえは大変優れている。近年，修理が

行われて表面を覆っていた汚れが除去された結果，切金をま
きりかね

じえた当初の彩色が鮮やかに残っていることが判明した。切

金の技法は極めて巧緻で，また瞳に異材（鉛）を嵌めている

のは，次の時代に用いられた玉眼技法につながるものとして

注目される。

このように，近年新たにその価値が見いだされた名品とし

て指定する。（平安時代）

③ 木造阿弥陀如来及両脇侍坐像 三軀
もくぞうあみだによらいおよびりようきようじざぞう

【所有者】宗教法人廬山寺

（京都府京都市上京区寺町通広小路上る北ノ辺町３９７）

【大きさ】像高 阿弥陀１００．６㎝ 両脇侍６５．３／６３．６㎝

１３世紀初めの製作と推定される作例で，来迎阿弥陀像と称される，臨終を迎
ら い ご う あ み だ ぞ う

える者の許に出現した阿弥陀如来と観音・勢至菩薩をあらわした彫像である。両
せ い し

菩薩は膝を揃えた坐り方で，衣が後方に強くなびく様子を表すことで，来迎のス

ピード感を強調しているのが注目される。また勢至菩薩は元来，両手で往生者に

差し掛ける天蓋を執っていたとみられ，彫像では珍しい図像である。当代の来迎
てんがい と

彫像の優品として注目される。（鎌倉時代）
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④
木造神像 十一軀
もくぞうしんぞう

木 造 随 身 立 像 四軀
もくぞうずいじんりゆうぞう

【所有者】宗教法人南宮神社（広島県府中市栗柄町２９８０）
なんぐう

【大きさ】像高（神像）４２．２～６３．３㎝（随身）１００．３～１３８．５㎝

備後国府跡の近くにある南宮神社の本
び ん ご こ く ふ

殿に御神体として伝来した神像群と，同

社の門に安置される，随身と称される左

右一対の神像二組である。平安末期から

鎌倉前期にかけての製作とみられる。男

神４軀と女神３軀は同じ作者の手になる

とみられるが，年齢や性格などを作り分

けているのが注目される。近年の調査で

見出された作例である。

（平安時代・鎌倉時代）

＜工芸品の部＞

（有形文化財を重要文化財に ５件）

① 黒紅綸子地菊水文様小袖 一領
くろべにりんずじきくすいもんようこそで

【所有者】大学共同利用機関法人人間文化研究機構

（東京都港区虎ノ門４－３－１３）

国立歴史民俗博物館保管

【大きさ】身丈１５４．５㎝ 裄６４．０㎝

本件は，野村正治郎衣装コレクションの中の一領
しよう じ ろう

で，刺繍と絞りを用いて菊と流水を表した小袖であ
し しゆう

る。菊と流水の組み合わせは，小袖文様においてとり

わけ使用されたモチーフだが，その遺品はごくわずか

であり，本小袖は貴重な作例である。また，本小袖は典型的な寛文小袖の文様を

構成しながらも，摺箔と金糸の刺繍が併用されていることから，寛文小袖の加飾
すりはく

技法が摺箔から刺繍に移行する過渡的な様相を示す希有な作例である。
け う

（江戸時代）
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② 割高台茶碗 一口
わりこうだいちゃわん

【所有者】公益財団法人畠山記念館（東京都港区白金台２－２０－１２）

【大きさ】高さ９．０～９．６㎝ 口径１１．９～１３．５㎝ 高台径７．９㎝

本件は，朝鮮半島で焼かれ，茶の湯の

茶碗に見立てられた，いわゆる高麗茶碗

の一種である。元来は儒教の祭祀に用い
じゆきよう さい し

られる祭器であり，高台の四隅を切って
さい き

いることから割高台茶碗と呼ばれる。割

高台茶碗の伝世品は数碗しかないことか

ら珍重され，中でも古田織部所持と伝え

られるこの茶碗は，高台周りの荒々しい篦
こうだいまわ へら

使いをはじめとする豪放な作風により，

最も高く評価されている。

（朝鮮時代）

③ 白磁蝶牡丹浮文大瓶
三代清風與平作

一口
はくじちようぼたんうきもんたいへい

さんだいせいふうよへい

【所有者】独立行政法人国立文化財機構（東京都台東区上野公園１３－９）

東京国立博物館保管

【法 量】高３８．１㎝ 口径１３．８㎝ 胴径２９．２㎝ 底径１３．６㎝

本件は，明治２６年に開催されたシカゴコロンブ

ス世界博覧会に出品された作品である。同博覧会で

は，工芸を取り込んだ日本独自の美術の枠組みを世

界に示そうと試みられ，一定の成功を収めた。この

作品は，博覧会において評価が高く，三代清風與平

は会期中に陶芸家として初の帝室技芸員に任命され

た。欧米への輸出を主眼とする産業品とは一線を画

した，明治２０年代の陶芸が目指した方向性が明確

に打ち出された作品として貴重である。

（明治時代）
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④ 花鳥蒔絵螺鈿酒器 六本
かちようまきえらでんしゆき

【所有者】独立行政法人国立文化財機構（東京都台東区上野公園１３－９）

京都国立博物館保管

【法 量】高３０．０～３０．８㎝ １１．５×１１．８㎝

本件は，総体を黒漆塗りとした上に，
くろうるし

金平蒔絵と螺鈿の技術を併用して，多様な
きんひら ま き え ら で ん

花樹文や鳥 獣文を組み合わせて，器体全面
か じ ゅ もん ちょうじゅうもん

に装飾を施した華やかな飲食器である。箱

に収められる６本の酒器は，１７世紀初期

の輸出用漆器として，数多く製作された

南蛮漆器の遺品の中でも特に精美な作品で
なんばん し っ き

あり，当時盛んであった南蛮貿易の様相を

示す貴重な資料である。

（桃山時代）

⑤ 三彩兕觥形香炉
奥田頴川作

一合
さんさいじこうがたこうろ

おくだえいせん

【所有者】宗教法人建仁寺

（京都府京都市東山区大和大路通四条下る四丁目小松町５８４）

【法 量】通蓋高２８．０㎝ 身径１６．３×２６．０㎝

蓋径１５．８×２６．８㎝ 底径１２．６×１４．２㎝

本件は，江戸時代後期の京焼に新風を吹き込

んだ奥田頴川の代表作である。京都の裕福な質
おく だ えいせん

屋奥田家の養子となり，文人陶工として，当時
ぶんじん

流行していた中国趣味を背景に，技法や器形に
き け い

中国風の要素を取り入れ，そこに独自の翻案を

加えた作品を制作した。この香炉は，中国古代

青銅器の兕觥の器形に，明時代末に福建地方で
じ こう ふつけん

行われていた三彩の釉を施している。江戸時代
ゆう

後期の京焼における，中国文化受容の特色がよ

く表れた作品として貴重である。

（江戸時代）
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＜書跡・典籍の部＞

（重要美術品を重要文化財に １件）

① 万 葉 集（紀州本） 二十帖
まんようしゆう きしゆうぼん

【所有者】公益財団法人後藤報恩会（愛知県名古屋市昭和区汐見町４－１）

昭和美術館保管

【大きさ】縦２１．６㎝ 横１４．８㎝

本書は，鎌倉時代書写になる次点本１０

巻と室町時代書写になる仙覚（１２０３
せんがく

～？）新点本１０巻からなる『万葉集』２

０巻揃いの完本として極めて貴重な存在

で，かつて紀州徳川家に伝来したものであ

る。

カタカナにて和歌に読みが付されてお

り，『万葉集』の訓読史料としても重要な

伝本である。

（鎌倉時代・室町時代）

（有形文化財を重要文化財に ２件）

① 密 要 鈔 六百四点
みつようしよう

【所有者】宗教法人仁和寺（京都府京都市右京区御室大内３３）

【大きさ】聖教等目録（縦１５．８㎝ 横１５．０㎝）

密要鈔は，仁和寺の守覚（１１５
しゆかく

０～１２０２）が後七日御修法をは
ごしちにちの み し ほ

じめとする各修法や法会など，真言
ほ う え

宗の広沢流と小野流とが相 承する作
そうじよう

法・次第を集大成した聖 教のまと
しようぎよう

まりである。

中には治承２年（１１７８）の

建礼門院（１１５５～１２１３）御
けんれいもんいん

産御祈のために守覚自らが修した際の自筆次第書が残されており，皇子（安徳天皇）
あんとくてんのう

降誕という験を発揮したことを記している。鎌倉時代を中心とする真言密教の実

像を伝える代表的な聖教として貴重である。

（平安時代～江戸時代）
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② 高 麗 版 一 切 経 三巻，二帖，千十六冊
こうらいばんいつさいきよう

【所有者】宗教法人多久頭魂神社（長崎県対馬市厳原町豆酘１２５０）
た く ず だ ま つ つ

【法 量】縦４１．０㎝ 横３２．０㎝

本経は，対馬の宗氏当主が１５世紀
そう し

後半に朝鮮から将来した再 雕 版の高
さいちようばん

麗版一切経である。料紙の色は白，黄，

赤茶などがあり，紙の原料の違いによ

るものと推定される。

大型の袋綴装冊子本は制作当時の姿

をそのまま残しており，印刷史，仏教

史，交流史上に貴重なものである。

（朝鮮時代）

＜古文書の部＞

（有形文化財を重要文化財に ４件）

① 賀茂御祖神社絵図 一幅
かもみおやじんじやえず

【所有者】独立行政法人国立文化財機構（東京都台東区上野公園１３－９）

京都国立博物館保管

【法 量】縦２１４．０㎝ 横１９３．５㎝

本絵図は，糺の森に鎮座する賀茂御祖神社
ただす か も み お や じ ん じ や

（下鴨神社）の境内全域の景観を描いた室町
しもがもじんじや

時代の絵図である。北側に東西の本殿，斎院
さいいん

の居所など，南側に神宮寺と摂社河合社の建
じんぐうじ か わ いしや

物などを詳細に描き，朱や緑青などで彩色を

施している。

絵図の景観年代は鎌倉時代であり，神仏習

合時の下鴨神社の様子を詳細に記す最古の絵

図として貴重である。

（室町時代）
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② 中院一品記
自筆本十一巻

十三巻
なかのいんいつぽんき

古写本二巻

【所有者】国立大学法人東京大学（東京都文京区本郷７―３―１）

東京大学史料編纂所保管

本件は，北朝の公家とし

て活躍した中 院通冬（１
なかのいんみちふゆ

３１５～１３６３）の自筆

日記である。中院家は，大

納言通方を始祖とする村上
みちかた

源氏で，家格は大臣家であ

る。

南北朝の内乱の様子をつ

ぶさに伝える数少ない公家

の日記であるともに，日記

作成の在り方を示す記録としても貴重である。

（南北朝時代）

③ 妙 法 院 文 書（七百二十九通）
みようほういんもんじよ

四十二巻、二十一冊、二帖、十四幅、四百三十一通、二十七枚、二双、一包

【所有者】宗教法人妙法院（京都府京都市東山区妙法院前側町４４７）

【法 量】後白河法皇書状案（縦２８．３㎝ 横４３．２㎝）

本文書は，天台宗の門跡寺院であ
もんぜき

る妙法院に伝来した文書のまとまり

である。

後陽成天皇（１５７１～１６１７）
ごようぜいてんのう

ら歴代天皇宸翰などが当初の姿のま

まに多数残されている。また豊臣
とよとみ

秀吉（１５３７～１５９８）の小田
ひでよし

原攻め，豊臣秀頼（１５９３～１６
ひでより

１５）の大仏開眼供養，慶長１９年

（１６１４）の方広寺鐘銘事件など
ほうこうじ

歴史上重要なことがらに関する文書

がある。その他，大仏殿を描いた図なども含まれている。

（平安時代～江戸時代）
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④ 勧修寺文書（九百三十五通） 八十六巻、二十四冊、百二十九通、三綴
かじゆうじもんじよ

【所有者】宗教法人勧修寺（京都府京都市山科区勧修寺仁王堂町２７―６）

【法 量】源実朝書状（縦３１．９㎝ 横５４．６㎝）

本文書は，醍醐天皇（８８５～９３
だ い ごてんのう

０）の創建になる真言宗寺院である勧

修寺に伝来した中世文書を中心とする

文書のまとまりである。

寺領安堵に関する各時代の権力者か
じりようあんど

らの文書や勧修寺近郷の田畠の売券，
ばいけん

譲 状など寺領関係文書が多数残って
ゆずりじよう

おり，庄園体制下における社会・経済

などの様相を通観できる史料群として貴重なものである。

（平安時代～江戸時代）
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＜考古資料の部＞

（有形文化財を重要文化財に ７件）

① 茨城県泉坂下遺跡出土品 一括
いばらきけんいずみさかしたいせきしゆつどひん

【所有者】常陸大宮市（茨城県常陸大宮市中富町３１３５－６）

常陸大宮市歴史民俗資料館保管

【法 量】人面付壺形土器 高７７．７㎝，胴経３８．０㎝ ほか

本件は，久慈川右岸の微高地上に所在する弥生時
び こ う ち

代中期の集団墓地からの出土品一括である。

人面付壺形土器１点，壺形土器５３点，甕形土器残
じんめんつきつぼがたどき かめがた

欠２点と，滑石製の玉５点で構成される。特に口縁
かつせき たま

部を半球形に膨らませてその部分を頭部に見立て，

面長の顔面が表現された大形の人面付きの壺形土器

は，造形的にも特筆される。

これらは，弥生時代における東日本の葬制を具体

的に示すとともに，大形の人面付き土器を含む葬送

儀礼に用いられた土器の一括として，学術的価値が

高い。(弥生時代)

② 栃木県甲塚古墳出土品 一括
とちぎけんかぶとづかこふんしゆつどひん

【所有者】下野市（栃木県下野市笹原２６）

下野市立しもつけ風土記の丘資料館保管

本件は，栃木県下野市の古墳から出土した埴輪を中心とした一括である。中で

も機織の場面を表した２点の機織形埴輪は，我が国で唯一の出土例である。また，
はたおり

馬形埴輪や人物埴輪，須恵器や土師器は，遺存状態の良い個体が多く，埴輪の一
は じ き

部には赤や白，黒，灰などの彩色が残る。

機織形埴輪は，織

機や織布技術の起源
しよくふ

を知ることのできる

貴重な資料である。

また本件は，当時の

葬送儀礼を知る上で

も重要である。

(古墳時代)
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③ 群馬県下宿遺跡出土品 一括
ぐんまけんしもじゆくいせきしゆつどひん

【所有者】太田市（群馬県太田市浜町２－３５）

太田市立新田荘歴史資料館保管

本件は，渡良瀬川右岸の低位段 丘上に形成された遺跡からの出土品一括である。
だんきゆう

器形が復元できる個体を含む，縄文時代草創期の深鉢形土器・土器片３６点と，
き け い

尖頭器や石鏃など小形の剥片石器６１点で構成される。
せんとうき せきぞく はくへん

これらは，わが国における土器出現期の一様相を示す，爪形文土器の復元個体
つめがたもん

を複数含む，極めて纏まった一括であり，日本列島における旧石器時代から縄文

代への移行期の様相を示す一例として，学術的価値が高い資料である。(縄文時代)

④ 東京都野毛大塚古墳出土品 一括
とうきようとのげおおつかこふんしゆつどひん

【所有者】独立行政法人国立文化財機構（東京都台東区上野公園１３－９）

東京国立博物館保管

本件は東京都世田谷区の古墳から出土した一括である。この時代に特徴的な石

製模造品が中心で，多量の刀子や鎌，坏や坩，履（下駄）など種類豊富な模造品
と う す つき つぼ り

が含まれる。特に導水祭祀施設の

一部を表現したとみられる「槽」
そう

は国内に例がなく，明日香村にあ

る酒船石にも形状が似ていること
さかふねいし

が知られている。

本件は，古墳時代における水を

介した祭祀を考える上で，重要な

資料を含むとともに，充実した東

日本における古墳副葬品の一括で

ある。

(古墳時代)
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⑤ 石 棒 四本
せきぼう

【所有者】国立市（東京都国立市富士見台２－４７－１)

くにたち郷土文化館保管

【法 量】長１０３．６～１１２．５㎝，幅１２．０～１３．９㎝

緑 川 東遺跡は多摩川中流域の左岸，青柳段丘面に営まれた縄文時代中期末か
みどりかわひがし あおやぎ

ら後期の集落跡である。石棒は，この集落内に所在した敷石遺構の床面に，四本
しきいし

が並列して横たえられた状態で出土した。

いずれも長さが１メートルを超える大形品で，安山岩系の石材を素材とし，敲打
あんざんがん こ う だ

成形で棒状に整えて，うち３点にはそ

の一端に二段の円頭形の頭部をつくっ

ている。典型的な縄文時代中期の大形

石棒だが，周辺からは後期初頭の土器

も出土していて，この石棒がある程度

伝世していたことを窺わせる。

縄文時代の精神生活や，その埋納の

具体的な状況を示した極めて学術的価

値の高い資料である。

(縄文時代)

⑥ 福岡県博多遺跡群出土品 一括
ふくおかけんはかたいせきぐんしゆつどひん

【所有者】福岡市（福岡県福岡市中央区天神１－８－１）

福岡市埋蔵文化財センター保管

本件は，中世を中心とした時代に，アジア地域に対する国際貿易拠点として栄

えた港湾都市遺跡の出土品一括である。当時の有力者が競って手に入れた白磁や

青磁，青花などの貿易陶磁器が多量にあり，博多に住み着いた宋人商人「綱首」
せ い か こうしゆ

の存在を示す墨書土器や中国系瓦資料も含まれる。また，商業都市としての博多

とその住人の生活実態を示す衣食住や

生産・経済活動関連の資料など多彩な

品々で構成される。

わが国における中世の盛んな対外貿

易の実態と，その玄関口となった国際

貿易都市博多の具体的な姿を明らかに

する貴重な資料群である。

(平安時代～安土桃山時代)
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⑦ 熊本県方保田東原遺跡出土品 一括
くまもとけんかとうだひがしばるいせきしゆつどひん

【所有者】山鹿市（熊本県山鹿市山鹿９８７番地３）

山鹿市出土文化財管理センター保管

菊池川の河岸段丘上に営まれた，弥生時代後期～古墳時代前期を中心とした
かがんだんきゆう

環濠集落遺跡からの出土品一括である。これまで，六十次の調査で多量の弥生土
かんごうしゆうらく

器をはじめ，豊富な鉄製品が出土している。

出土遺物は多彩で，在地の土器に加えて山陰・中国地方や九州北部からの搬入

品も多く，鉄斧や石庖丁形鉄器，巴形銅器，銅 鏡などの金属製品も豊富である。
て つ ぷ いしぼうちようがた ともえがたどうき どうきよう

また，これに石杵や敲 石などベンガラの調製に関わる石器も組み合う。遺跡の
いしぎね たたきいし

大部分はいまだ未調査で，出土品は遺跡の片鱗を示すに留まるが，中九州地方で

繁栄した大規模集落における，当時の生業・精神活動等を復元する上で，その学

術的価値には高いものがある。

(弥生時代～古墳時代)
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＜歴史資料の部＞

（有形文化財を重要文化財に ７件）

① 陸奥国仙台領元禄国絵図関係資料 二百六十五点
むつのくにせんだいりようげんろくくにえずかんけいしりよう

【所有者】宮城県（宮城県仙台市青葉区本町３－８－１）

宮城県図書館保管

元禄１０年（１６９７）に開始され同１５年に終了した元禄国絵図事業におい

て，幕府は各国絵図と郷 帳等の提出を各藩に求め，国郡境の明確化，往還筋の距
ごうちよう

離表記の統一をはかり，各地域の実態把握を進めるとともに，最終的に日本図作

成を企画した。

本件は，仙台藩に一括して伝来した元禄国絵図事業に関連する国絵図・際絵図
きわ

などの絵図類及び文書・記録類である。質量ともに豊富に伝来する稀有な事例と

して元禄国絵図ひいては国絵図研究上に重要であり，地図史，政治史等研究上に

学術価値が高い。

（江戸時代）

（宮城県提供）



- 27 -

② 明国箚付
前田玄以宛

一幅
みんこくさつぷ

まえ だ げんいあて

【所有者】国立大学法人東京大学（東京都文京区本郷７－３ −１）
東京大学史料編纂所保管

【法 量】１００．８㎝×８５．４㎝

箚付は明国における檔案(公文書)の一形式で上級
とうあん

官から下級官に出した下達文書である。

本状は万暦２３年（文禄４年・１５９５）兵部か
へい ぶ

ら前田玄以に宛て，明の武官である都督僉事に同人
と と く せ ん じ

を任じたもの。文禄の役後の日本と明国との間の和

平交渉に際し，豊臣秀吉の冊封と同時に秀吉政権の
さくほう

諸大名，奉行衆らに各々官位を授けた際の文書の一

通である。

箚付原本は，我が国には現在三通が伝存するのみ

であり，当該期の東アジア諸国に多大な影響を与え

た戦争に関する類例稀な外交文書原本であり，古文

書学，東アジア外交史研究上に重要である。 （東京大学史料編纂所提供）

（明時代）

③ ナデ六一四一号電車 一両
大正三年、鉄道院新橋工場製

てつどういん

【所有者】東日本旅客鉄道株式会社（東京都渋谷区代々木２－２－２）

鉄道博物館保管

本件は，車体全長約１６メートルの木製二軸（四輪）ボギー式電車で，大正３

年度までに３５両が製造されたナデ６１１０形の車両のうちの第３２号車にあた

る。

都市近郊における鉄道輸送の需要増大に対応するために，鉄道院で最初の３扉

車であるとともに，総括制御装置を導入

し，重連の高速運転を可能とした点が最

大の特徴で，構体，台車等は国産製品，

電機器は米国にて製造された。

本車両は，大正時代に山手線，中央線

で使用されたもので，我が国における電

車の近代化，標準化の歩みを知る上で，

鉄道史，交通史上に重要である。

（大正時代） （鉄道博物館提供）
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④ 東京地下鉄道一〇〇一号電車 一両
とうきよう ち か てつどう

昭和二年、日本車輌製造株式会社製
につぽんしやりようせいぞう

【所有者】公益財団法人メトロ文化財団（東京都千代田区神田須田町１－５－１１）

地下鉄博物館保管

本件は，車体全長約１６メートルの全鋼製二軸（四輪）ボギー式電車で，昭和

２年，東洋初の地下鉄開業（浅草・上野間）にあわせ，日本車輌製造株式会社に

て製造されたモハ１０００形１０両のうちの第１号車である。

昭和４３年に引退するまで，一貫して浅草・渋谷間（現在の銀座線）にて使用

された。

集電方式は第三軌条式で，全鋼製，自

動扉，自動列車停止装置の採用などの防

災・安全対策や，内装，照明，吊り手等

の乗客向けの設備に地下鉄ゆえの特徴が

見られる。我が国の地下鉄電車の嚆矢で
こ う し

あるとともに，後の地下鉄車輌の規範と

なった車輌であり，鉄道史，交通史上に

重要である。

（昭和時代）
(地下鉄博物館提供）

⑤ 日本丸 一艘
につぽんまる

昭和五年、株式会社川崎造船所製
かわさきぞうせんしよ

【所有者】横浜市（神奈川県横浜市中区港町１－１）

【大きさ】全長９７．０５メートル

日本丸は船員養成用の練習帆船として文部省が発注

した船で，昭和５年（１９３０）に進水した。全長９

７．０５メートル，総トン数２２７８．２５トン，横

肋骨方式リベット構造の鋼製補助機関付帆船である。

帆装は４本マストバーク型，主機関は国産初の大型デ

ィーゼル機関である池貝鉄工所製造の無気噴油式四サ

イクルディーゼルエンジンを搭載する。

日本丸は，昭和５９年にいたる長い期間にわたり船

員養成の任を担い，我が国の海運業の発展に貢献した。

現存稀少な戦前期建造の船であり，建造当時の構造，

艤装をよく伝え，わが国の海運史，造船技術史等研究
ぎ そ う

上に貴重である。（昭和時代）
(公益財団法人帆船日本丸記念財団提供）
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⑥ 大日本史編纂記録 二百四十八冊
だいにほんしへんさんきろく

【所有者】国立大学法人京都大学（京都市左京区吉田本町）

京都大学総合博物館保管

徳川光圀（１６２８～１７００）の命により編纂された『大日本史』の編纂に

あたり，水戸藩史館（彰考館）にて作成された記録群である。編纂実務を担当し

た史館員間で取り交わされた書状下書である「往復書案」が大半を占め，多くの

学者が膨大な文献の収集と厳密な考証を行う様子を具体的に知ることができる。

前近代における我が国最大の

史書であり，同時代のみならず

後代の学問・思想に多大な影響

を与えた『大日本史』編纂の経

過を跡づけるもので，江戸時代

の学問，思想を研究する上で価

値が高い。（江戸時代）

⑦ 犬追物関係資料（島津家伝来） 六百六十五点
いぬおうものかんけいしりよう しまづけでんらい

【所有者】株式会社島津興業（鹿児島市吉野町９７００－１）

尚古集成館保管

犬追物は走る犬を馬上から蟇目の矢で射て，当たり矢の数などを争う武芸で，

笠懸・流鏑馬と並び中世武家に広く流行した。しかし，戦術の変化に伴い江戸時
かさかけ

代には衰退する中で，島津家では断続的に明治年間まで犬追物を伝承し，張行（実
ちようこう

施）した。

本件は，室町時代から江戸時代に至

る典籍・文書類６１０点，明治時代の

ものを中心とする装束・弓馬具類４４

点及び写真ガラス原板１１点から構成

される。

島津家における犬追物の故実受容の

ありさまや犬追物張行の実際を明らか

にするだけでなく，我が国における犬

追物の故実の形成，展開を知る上で，

質量ともに最も豊富かつ類例のない資

料群として学術価値が高い。

（室町時代～明治時代）


